
〈
学
術
論
文
〉 

目
取
真
俊
「
水
滴
」
に
お
け
る
時
間
・
記
憶
・
身
体 

友
田
義
行 

信
州
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
近
代
文
学
、
沖
縄
文
学
、
文
学
教
材
、
戦
争 

一
、
は
じ
め
に 

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
一
九
四
五
年
三
月
二
三
日
、
米
軍
は
沖
縄
本
島
へ
の
猛

攻
を
開
始
し
た
。
上
陸
部
隊
約
十
八
万
八
千
人
、
艦
船
約
千
五
百
隻
、
後
方
支
援
部

隊
を
含
む
総
勢
は
約
五
十
四
万
八
千
人
に
の
ぼ
る
最
大
規
模
の
編
成
で
あ
っ
た
。
対

す
る
沖
縄
守
備
軍
は
動
員
し
た
一
般
住
民
を
含
め
て
も
約
十
一
万
人
の
劣
勢
で
あ
る
。

米
軍
は
三
月
二
十
六
日
に
慶
良
間
諸
島
へ
、
四
月
一
日
に
は
読
谷
飛
行
場
や
嘉
手
納

飛
行
場
が
位
置
す
る
読
谷
・
北
谷
海
岸
に
上
陸
し
た
。守
備
軍
は
水
際
作
戦
を
避
け
、

沖
縄
本
島
の
中
部
に
あ
た
る
首
里
地
区
の
地
下
陣
地
や
自
然
壕
に
主
力
を
配
置
し
、

持
久
戦
に
持
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
、
大
本
営
は
沖
縄
を
楯
に
本
土
決
戦
を
九
月
頃
ま

で
引
き
延
ば
そ
う
と
画
策
し
て
お
り
、
軍
中
央
か
ら
見
た
沖
縄
は
時
間
稼
ぎ
の
捨
て

石
に
過
ぎ
な
か
っ
た
一

。 

一

石
原
昌
家
・
大
城
将
保
・
保
坂
廣
志
・
松
永
勝
利
『
争
点
・
沖
縄
戦
の
記
憶
』
社
会
評

論
社
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
一
八
～
二
〇
頁

圧
倒
的
な
戦
力
差
に
も
拘
わ
ら
ず
、
六
月
末
ま
で
守
備
軍
が
頑
強
に
抵
抗
を
続
け

ら
れ
た
の
は
、
砲
爆
撃
に
耐
え
ら
れ
る
無
数
の
地
下
洞
窟
（
ガ
マ
）
の
存
在
と
、
陸

海
空
に
お
け
る
全
面
的
な
肉
弾
特
攻
作
戦
、
そ
し
て
数
十
万
人
に
及
ぶ
一
般
住
民
の

戦
力
化
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
二

。
沖
縄
戦
で
は
防
衛
隊
や
学
徒
隊
、

護
郷
隊
と
い
っ
た
名
称
で
、
少
年
少
女
か
ら
老
人
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
住
民
が
戦

場
に
駆
り
出
さ
れ
た
三

。
学
徒
だ
け
で
も
沖
縄
全
体
で
は
二
千
数
百
名
が
動
員
さ
れ
、

男
子
八
七
三
名
、
女
子
一
八
八
名
の
計
一
〇
六
一
名
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
四

。 

沖
縄
戦
に
動
員
さ
れ
た
学
徒
の
中
に
は
、
本
土
の
兵
隊
か
ら
命
令
を
受
け
て
、
雨

と
降
る
艦
砲
射
撃
の
中
を
壕
か
ら
壕
へ
伝
令
に
駆
け
渡
っ
た
者
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

傷
病
兵
の
た
め
に
危
険
を
冒
し
て
壕
の
外
へ
水
や
食
糧
を
調
達
に
出
掛
け
た
者
も
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
極
限
の
戦
場
体
験
は
、
当
事
者
に
よ
る
貴
重
な
証
言
に
よ
っ
て
記

録
さ
れ
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
語
り
得
な
い
膨
大
な
領
域
を
残
す
こ
と
に
な

る
。
た
と
え
ば
、
爆
撃
で
重
症
を
負
っ
た
仲
間
を
、
自
ら
が
生
き
延
び
る
た
め
に
置

き
去
り
に
し
、
そ
の
こ
と
を
誰
に
も
話
せ
ず
、
記
憶
を
封
印
し
て
戦
後
を
生
き
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
人
々
や
、
そ
う
し
た
人
々
を
生
み
出
し
た
戦
争
の
こ
と
を
ど
の
よ

二

同
前

三

一
九
三
八
年
制
定
の
「
国
家
総
動
員
法
」
に
基
づ
い
て
一
九
三
九
年
に
公
布
・
施
行
さ

れ
た
「
国
民
徴
用
令
」
に
お
い
て
、
戦
争
遂
行
の
た
め
の
総
動
員
業
務
に
国
民
を
動
員
す

る
体
制
が
築
か
れ
た
。
た
だ
、
沖
縄
戦
で
は
こ
う
し
た
法
的
根
拠
か
ら
逸
脱
し
た
動
員
も

多
く
見
ら
れ
た
と
い
う
。
（
大
田
昌
秀
『
沖
縄
戦
が
語
る
そ
の
実
態
／
有
事
法
制
は
、

怖
い
』
琉
球
新
報
社
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
、
二
八
頁
、
目
取
真
俊
『
沖
縄
「
戦
後
」

ゼ
ロ
年
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
五
年
七
月
、
二
九
～
三
〇
頁
）

四

「
沖
縄
戦
新
聞
」『
琉
球
新
報
』
二
〇
〇
五
年
二
月
一
〇
日
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う
に
受
け
止
め
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
目
取
真
俊
の
小
説
は
こ
う
し

た
問
い
を
読
者
に
投
げ
か
け
る
。 

目
取
真
俊
「
水
滴
」
は
、
一
九
九
七
年
一
月
に
第
二
十
九
回
九
州
芸
術
祭
文
学
賞

を
受
賞
し
、
同
年
四
月
号
の
『
文
学
界
』
に
掲
載
さ
れ
、
七
月
に
第
百
十
七
回
芥
川

賞
を
受
賞
し
た
五

。
そ
の
後
、
『
沖
縄
文
学
選
』
六

な
ど
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
も
収
録

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
高
等
学
校
で
の
教
材
化
も
試
み
ら
れ
て
い
る
七

、
目
取
真
俊
の

代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。 

「
水
滴
」
の
舞
台
は
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
約
五
十
年
を
経
た
沖
縄
で
あ
る
。
物

語
は
六
月
の
半
ば
、
徳
正
の
右
足
が
突
然
膨
れ
、
爪
先
か
ら
水
が
漏
出
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
身
体
の
自
由
が
利
か
な
く
な
り
、
声
も
出
せ
な
く
な
っ

た
徳
正
の
ベ
ッ
ド
脇
に
は
、
夜
に
な
る
と
深
い
傷
を
負
っ
た
兵
士
た
ち
が
現
わ
れ
、

彼
の
足
か
ら
滴
る
水
を
飲
ん
で
い
く
。
徳
正
は
か
つ
て
沖
縄
戦
を
体
験
し
て
お
り
、

部
屋
に
現
わ
れ
る
兵
隊
た
ち
は
、
徳
正
と
共
に
米
軍
の
艦
砲
か
ら
身
を
守
る
た
め
自

然
壕
に
隠
れ
、
取
り
残
さ
れ
た
死
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
同
郷
で
師
範
学

五 

本
稿
で
の
引
用
は
初
出
で
あ
る
目
取
真
俊
「
水
滴
」（『
文
学
界
』
一
九
九
七
年
四
月
号
）

に
よ
る
。

六 

岡
本
恵
徳
・
高
橋
敏
夫
編
『
沖
縄
文
学
選 

日
本
文
学
の
エ
ッ
ジ
か
ら
の
問
い
』（
勉

誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）

七 

幸
田
国
広
「「
五
十
年
の
哀
れ
」
と
向
き
合
う
―
―
『
水
滴
』（
目
取
真
俊
）
教
材
化
の

試
み
―
―
」（『
日
本
文
学
』
第
四
八
号
、
一
九
九
九
年
二
月
、
三
五
～
四
三
頁
）、
名
嘉

真
恵
美
子
「
読
み
の
レ
ッ
ス
ン 

交
感
し
な
い
二
つ
の
世
界
―
―
『
水
滴
』
の
語
り
の
構

造
か
ら
」（『
月
刊
国
語
教
育
』
第
二
三
巻
九
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
一
〇
〇
～
一
〇

三
頁
）

校
に
通
い
、
共
に
鉄
血
勤
皇
隊
に
所
属
し
た
石
嶺
も
い
た
。
敗
走
の
途
上
で
石
嶺
の

水
を
奪
っ
て
置
き
去
り
に
し
た
事
実
に
向
き
合
い
、
言
葉
を
交
わ
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
二
週
間
あ
ま
り
続
い
た
徳
正
の
症
状
は
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
物
語
は
徳
正
と

死
者
た
ち
と
の
、
そ
し
て
沖
縄
戦
の
体
験
／
記
憶
と
の
再
会
を
軸
と
し
な
が
ら
、
妻

の
ウ
シ
に
よ
る
奮
闘
や
、
従
兄
弟
の
清
裕
が
水
を
商
売
に
使
っ
て
失
敗
す
る
顛
末
に

も
焦
点
を
移
し
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
沖
縄
の
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
。 

タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
水
滴
あ
る
い
は
水
は
、
生
命
活
動
に
必
須
の
も
の
で
あ
り
、

特
に
戦
場
に
お
い
て
は
生
死
を
分
け
る
貴
重
な
糧
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
飲
用
以
外
に

も
限
り
な
く
広
範
な
用
途
に
使
わ
れ
る
と
同
時
に
、
多
様
な
文
化
的
意
味
を
ま
と
っ

た
物
質
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
水
は
古
代
よ
り
砂
と
並
ん
で
時
を
計
る
た
め
に
用
い

ら
れ
た
原
初
的
な
道
具
で
も
あ
り
、
水
時
計
は
砂
時
計
と
同
じ
く
重
力
を
利
用
し
た

時
計
と
し
て
全
世
界
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
八

。 

本
稿
で
は
特
に
物
語
の
錯
時
法
に
着
目
し
、
自
明
な
解
釈
も
含
め
て
、
小
説
中
の

水
の
意
味
と
時
間
の
関
連
を
確
認
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
は
過
去
に
属
す
る
出
来
事

で
あ
る
沖
縄
戦
の
記
憶
を
、
身
体
性
を
伴
う
も
の
と
し
て
表
現
す
る
小
説
的
手
法
と

も
切
り
離
せ
な
い
。
「
水
滴
」
で
は
本
来
同
居
す
る
は
ず
の
な
い
時
間
が
重
層
的
に

描
か
れ
て
お
り
、
一
見
幻
想
小
説
や
夢
物
語
の
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
同
時
に
鋭
い

現
実
感
・
臨
場
感
を
読
者
に
も
た
ら
す
。
新
城
郁
夫
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
現
実

八

エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ン
ガ
ー
著
／
今
村
孝
訳
『
砂
時
計
の
書 

時
計
と
時
間
を
め
ぐ
る
文

明
論
』（
人
文
書
院
、
一
九
七
八
年
七
月
、
三
六
～
三
七
頁
）
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と
非
現
実
、
日
常
と
幻
想
と
い
っ
た
二
項
対
立
の
区
分
を
無
効
化
す
る
役
目
を
担
う

の
が
、
皮
膚
感
覚
を
軸
に
し
た
身
体
性
な
の
で
あ
る
九

。 
現
在
と
五
十
年
前
の
出
来
事
と
を
描
き
な
が
ら
、
戦
後
と
い
う
時
間
の
意
味
を
問

う
「
水
滴
」
は
、
水
を
用
い
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
時
間
の
あ
り
方
を
表
現
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
小
説
の
構
成
や
細
部
に
も
着
目
す
る
こ
と
を
通
し
て
考
察
す
る
。 

二
、
小
説
の
時
間
構
成 

「
水
滴
」
の
作
中
現
在
は
一
九
九
五
年
頃
の
六
月
中
旬
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
半
世
紀
前
に
あ
た
る
一
九
四
五
年
六
月
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
出
来
事
が
、
徳

正
の
回
想
の
形
で
挿
入
さ
れ
る
。
徳
正
の
回
想
は
主
に
夜
間
の
場
面
で
語
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
現
在
を
日
中
と
夜
間
（
明
け
方
も
含
め
る
）
に
区
分
し
、
夜
間
に
な
さ
れ

る
徳
正
の
過
去
回
想
と
の
三
場
面
に
分
け
て
、
物
語
言
説
の
順
に
概
要
を
記
す
と
、

次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
（
「
→
」
は
時
間
の
直
線
的
な
流
れ
を
指
す
） 

日
中
①
徳
正
の
発
症
→
夜
間
①
徳
正
の
元
に
兵
隊
が
登
場
→ 

日
中
②
ウ
シ
の
苦
悩
→
夜
間
②
徳
正
が
石
嶺
を
認
識
（
回
想
①
石
嶺
と
沖
縄
戦
）
兵

隊
が
壕
の
死
者
で
あ
る
と
認
識
→ 

日
中
③
清
裕
と
ウ
シ
→
夜
間
③
徳
正
の
抑
圧
さ
れ
た
記
憶
が
浮
上
（
回
想
②
戦
争
体

験
の
講
演
）
（
回
想
③
沖
縄
戦
と
水
）
→ 

九

新
城
郁
夫
『
沖
縄
文
学
と
い
う
企
て 

葛
藤
す
る
言
語
・
身
体
・
記
憶
』（
イ
ン
パ
ク

ト
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
一
三
三
～
一
三
四
頁
）

日
中
④
清
裕
の
商
売
・
ウ
シ
の
苦
悩
→
夜
間
④
徳
正
が
石
嶺
と
対
面
（
回
想
④
宮
城

セ
ツ
か
ら
受
け
取
っ
た
水
を
石
嶺
か
ら
奪
っ
て
置
き
去
り
に
す
る
）
（
回
想
⑤
収

容
所
か
ら
村
へ
）（
回
想
⑥
石
嶺
の
死
の
真
実
を
隠
す
）（
回
想
⑦
戦
後
の
生
活
）

（
回
想
⑧
宮
城
セ
ツ
の
死
を
知
る
）
石
嶺
か
ら
の
応
答
→ 

日
中
⑤
徳
正
の
快
癒
、
清
裕
の
挫
折
→ 

日
中
⑥
徳
正
の
そ
の
後 

こ
こ
か
ら
回
想
場
面
を
抜
き
、
物
語
内
容
の
時
間
的
順
序
に
沿
っ
て
時
期
ご
と
に

整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
な
お
、
作
中
現
在
は
一
九
九
五
年
か
ら
一
九

九
七
年
頃
と
推
測
さ
れ
る
が
、
厳
密
に
は
特
定
で
き
な
い
） 

■
現
在 

一
九
九
五
年
頃
（
徳
正
六
七
歳
前
後
）

六
月
中
下
旬
＝
日
中
①
→
夜
間
①
→
日
中
②
→
夜
間
②
→
日
中
③
→
夜
間
③
→ 

日
中
④
→ 

七
月
初
旬
＝
夜
間
④
→
日
中
⑤
→ 

七
月
中
旬
以
降
＝
日
中
⑥ 

 

こ
れ
に
対
し
、
徳
正
の
過
去
回
想
の
場
面
で
語
ら
れ
る
、
一
九
四
五
年
の
沖
縄
戦

と
そ
れ
以
後
の
徳
正
の
体
験
を
、
物
語
内
容
の
時
間
的
順
序
に
整
理
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。
（
「
―
」
は
前
後
の
回
想
に
時
間
的
な
重
複
が
あ
る
こ
と
を
示
す
） 
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■
過
去 

一
九
四
五
年
（
徳
正
十
七
歳
）

四
月
か
ら
六
月
＝
回
想
①
―
回
想
③
―
回
想
④ 

八
月
以
降
＝
回
想
⑤
→
回
想
⑥ 

一
九
五
七
年
ま
で
＝
回
想
⑦
―
回
想
⑧ 

一
九
八
五
年
頃
＝
回
想
② 

現
在
と
過
去
に
大
別
し
た
と
き
、
過
去
の
中
で
特
に
多
く
の
記
述
量
が
割
か
れ
て

い
る
の
が
、
一
九
四
五
年
の
沖
縄
戦
と
、
一
九
八
五
年
頃
に
開
始
さ
れ
た
戦
争
体
験

の
講
演
に
ま
つ
わ
る
事
柄
で
あ
る
。ま
た
、現
在
時
を
日
中
と
夜
間
に
区
別
し
た
が
、

夜
間
に
は
現
在
に
過
去
が
同
居
す
る
。
す
な
わ
ち
、
夜
間
は
単
に
徳
正
が
過
去
を
回

想
す
る
の
で
は
な
く
、
過
去
に
死
ん
だ
兵
隊
が
徳
正
の
ベ
ッ
ド
脇
に
出
現
す
る
時
間

帯
と
な
る
。
死
者
で
あ
る
兵
隊
は
、
徳
正
の
想
像
力
の
中
に
し
か
存
在
し
な
い
亡
霊

や
、
病
気
・
打
撃
・
薬
物
な
ど
に
よ
る
視
覚
障
害
が
も
た
ら
す
幻
視
と
は
異
な
る
描

か
れ
方
を
さ
れ
て
お
り
、生
命
体
と
し
て
の
死
者
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
姿
で
登
場
す
る
。

彼
ら
は
今
も
血
を
流
し
、
渇
水
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
。
村
上
陽
子
は
こ
う
し
た
死
者

の
身
体
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
飢
え
渇
く
」
身
体
を
有
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
「
欠
落
」
を
抱
え
て
な
お
「
生

き
て
」
い
る
こ
と
を
示
す
。
兵
隊
た
ち
は
壕
の
中
で
、
死
に
ゆ
く
身
体
を
抱
え

て
水
を
求
め
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
そ
の
状
態
の
ま
ま
身
体
に
留
め
置
か
れ
、
い

ま
・
こ
こ
の
徳
正
に
回
帰
し
て
き
て
い
る
。
一
〇 

五
十
年
前
に
戦
死
し
た
は
ず
の
兵
隊
は
、
死
ん
だ
際
の
（
あ
る
い
は
死
の
直
前
の
）

状
態
で
現
わ
れ
、
痛
み
や
く
す
ぐ
っ
た
さ
と
い
っ
た
現
実
の
感
覚
を
徳
正
に
も
た
ら

す
。
生
者
と
死
者
が
交
流
す
る
点
は
夢
幻
能
に
も
似
て
い
る
が
、
「
水
滴
」
で
は
む

し
ろ
死
者
か
ら
生
者
へ
の
強
制
的
な
働
き
か
け
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
言
動
を

封
じ
ら
れ
た
徳
正
は
死
者
に
よ
る
収
奪
に
さ
ら
さ
れ
る
。
徳
正
は
当
初
、
彼
ら
と
の

再
会
が
も
た
ら
す
何
か
を
拒
絶
し
よ
う
と
す
る
が
、
水
を
吸
い
出
さ
れ
る
こ
と
と
呼

応
し
て
次
第
に
記
憶
を
引
き
出
さ
れ
、
過
ぎ
去
っ
た
は
ず
の
時
間
に
直
面
す
る
の
で

あ
る
。そ
の
た
め
、回
想
は
過
去
の
あ
る
時
点
で
の
体
験
を
複
数
回
な
ぞ
り
な
が
ら
、

出
来
事
の
細
部
へ
と
踏
み
込
ん
で
い
く
形
を
取
る
。 

戦
場
で
渇
い
た
ま
ま
絶
命
し
た
と
い
う
過
去
の
時
間
に
属
す
る
は
ず
の
兵
隊
が
、

そ
の
ま
ま
の
身
体
で
現
在
に
現
わ
れ
て
水
を
求
め
る
。
過
去
が
現
在
に
同
居
す
る
こ

の
事
態
が
ま
ず
、
「
水
滴
」
で
特
徴
的
な
時
間
の
表
現
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
死
者
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
南
米
の
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
影
響

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
ほ
か
、
伊
野
波
優
美
は
グ
ロ
テ
ス
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
概
念
を

適
用
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
論
じ
て
い
る
一
一

。
す
な
わ
ち
、
誕
生
と
死
、
若
さ
と
老

一
〇

村
上
陽
子
『
出
来
事
の
残
響 

原
爆
文
学
と
沖
縄
文
学
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、

二
〇
一
五
年
七
月
、
二
五
四
頁
）

一
一

伊
野
波
優
美
「
目
取
真
俊
「
水
滴
」
に
お
け
る
「
グ
ロ
テ
ス
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
」
―
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い
、
飲
食
と
排
泄
、
そ
し
て
生
と
死
と
い
っ
た
、
対
概
念
の
構
図
を
用
い
た
立
場
の

表
象
を
脱
構
築
す
る
役
割
を
、
兵
隊
は
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
過
去
に
死
ん
だ
者

が
絶
命
し
た
身
体
を
現
わ
し
、
現
在
を
生
き
る
者
と
接
触
す
る
と
い
う
出
来
事
は
、

論
理
的
に
成
立
し
な
い
時
空
間
の
同
居
、
あ
る
い
は
時
空
間
の
捻
れ
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
現
象
は
、
徳
正
の
爪
先
か
ら
し
た
た
る
水
と
と
も
に
到
来

し
て
い
る
。
徳
正
の
足
が
膨
れ
、
ウ
シ
が
刺
激
し
た
の
を
契
機
に
水
は
噴
出
し
、
翌

日
に
は
「
一
秒
置
き
く
ら
い
に
規
則
正
し
く
落
ち
続
け
」
る
状
態
に
な
る
。
時
を
刻

む
水
滴
は
、
秒
針
の
動
き
の
よ
う
に
物
語
言
説
の
裏
側
で
落
ち
続
け
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
水
滴
は
む
し
ろ
現
在
を
過
去
と
隔
て
て
い
く
線
条
的
で
一
過
的
な
時
間

の
性
質
を
拒
絶
す
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
足
か
ら
の
落
滴
の
間
隔
は
や
が

て
不
規
則
に
な
る
。
夜
間
に
兵
隊
が
吸
い
出
す
こ
と
で
、
水
は
流
れ
を
歪
め
ら
れ
、

一
時
的
に
減
少
し
、
朝
に
な
っ
て
急
激
に
噴
出
し
た
り
す
る
。
ま
た
、
ウ
シ
に
よ
っ

て
草
木
に
撒
水
さ
れ
た
り
、
清
裕
ら
に
よ
っ
て
服
用
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
様
々

な
時
間
の
流
れ
を
生
み
だ
し
て
い
く
。す
な
わ
ち
、草
木
の
生
長
が
加
速
さ
れ
た
り
、

人
間
が
若
返
っ
た
り
、
逆
に
老
化
し
た
り
と
、
生
命
活
動
の
時
間
の
流
れ
に
不
自
然

な
作
用
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。 

一
方
、
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
水
は
徳
正
の
記
憶
、
特
に
罪
悪

感
が
具
体
化
し
た
物
質
と
捉
え
ら
れ
る
。
早
く
に
は
池
澤
夏
樹
が
芥
川
賞
の
選
評
に

お
い
て
、
水
と
罪
悪
感
に
加
え
て
、
時
間
と
の
関
連
に
も
言
及
し
て
い
る
。 

―
「
沖
縄
文
学
」
あ
る
い
は
日
本
語
の
「
対
日
本
」
文
学
―
―
」（『
沖
縄
文
化
』
第
四
九

巻
第
一
号
通
巻
一
一
七
号
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
五
八
～
七
一
頁
）

非
業
の
死
者
の
前
で
は
生
き
延
び
た
こ
と
自
体
が
罪
の
意
識
を
分
泌
す
る
。
そ

れ
を
敢
え
て
清
水
で
表
現
し
た
こ
と
は
、
沖
縄
に
お
け
る
水
の
聖
な
る
性
質
だ

け
で
な
く
、
過
ぎ
去
っ
て
戻
っ
て
こ
な
い
時
間
の
あ
り
方
に
異
議
を
唱
え
る
も

の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
一
二 

「
水
滴
」
に
お
け
る
水
は
、
日
常
の
感
覚
で
は
過
ぎ
去
っ
た
時
間
に
属
す
る
身
体

や
出
来
事
の
記
憶
を
、
現
在
に
過
去
の
ま
ま
招
来
す
る
引
き
金
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。 

三
、
右
足
と
水 

「
水
滴
」
は
徳
正
の
足
が
膨
れ
て
水
が
滴
り
落
ち
る
と
い
う
奇
病
の
発
症
か
ら
始

ま
り
、そ
の
病
根
と
し
て
の
記
憶
が
徐
々
に
開
示
さ
れ
て
い
く
構
成
を
取
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
作
中
現
在
の
出
来
事
を
描
く
冒
頭
の
一
文
に
は
、
す
で
に
五
十
年
前
の
時

間
と
空
間
を
暗
示
す
る
要
素
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
先
述
し
た
時
間
の
同
居
表

現
を
準
備
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
冒
頭
文
を
引
用
す
る
。 

徳
正
の
右
足
が
突
然
膨
れ
出
し
た
の
は
、
六
月
の
半
ば
、
空
梅
雨
の
暑
い
日
差

し
を
避
け
て
、
裏
座
敷
の
簡
易
ベ
ッ
ド
で
昼
寝
を
し
て
い
る
時
だ
っ
た
。 

一
二 

池
澤
夏
樹
「
芥
川
賞
選
評 

誠
意
と
技
術
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
九
七
年
九
月
特
別

号
）
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ま
ず
、
「
右
足
」
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
近
代
医
学
で
は
病
因
も
治
療
法
も
不
明

な
徳
正
の
症
状
は
、
左
足
で
も
右
手
で
も
腹
部
で
も
な
く
、「
右
足
」
に
表
徴
す
る
。

そ
の
理
由
は
必
ず
し
も
明
白
に
さ
れ
な
い
が
、
作
中
に
は
過
去
に
属
す
る
出
来
事
す

な
わ
ち
回
想
や
死
者
の
身
体
に
つ
い
て
も
右
足
に
ま
つ
わ
る
記
述
が
見
ら
れ
、
両
者

を
関
連
付
け
て
解
釈
す
る
こ
と
を
促
す
。 

た
と
え
ば
、
徳
正
の
部
屋
に
兵
隊
が
現
わ
れ
る
最
初
の
場
面
で
あ
る
。
徳
正
が
目

に
す
る
先
頭
の
兵
は
「
右
腕
」
に
添
え
木
を
充
て
、
次
の
兵
は
「
右
足
」
の
膝
か
ら

下
が
無
く
、
三
人
目
は
顔
の
「
右
半
分
」
が
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
水
を
飲

み
終
え
た
彼
ら
は
「
右
側
」
の
壁
へ
と
消
え
て
行
く
。
足
に
限
ら
ず
、
身
体
で
も
空

間
で
も
右
側
へ
と
徳
正
の
意
識
は
誘
わ
れ
て
い
く
。
繰
り
返
さ
れ
る
「
右
」
と
い
う

表
象
は
、
天
満
尚
仁
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
徳
正
の
内
的
必
然
性
に
基
づ
く
沖
縄
戦

の
記
憶
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
一
三

。
決
定
的
と
思
わ
れ
る
の
は
、
石
嶺
も
ま
た
、
傷

一
三

「
意
匠
化
さ
れ
た
〈
右
〉
と
い
う
表
象
は
、
徳
正
の
物
理
的
な
足
の
痛
み
に
起
源
を

持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、〈
右
〉
は
語
り
手
の
恣
意
性
に
よ
っ
て
象
徴
化
さ
れ
た
記
号
の

嵌
め
込
み
で
は
な
く
、
徳
正
の
内
的
必
然
性
に
基
づ
く
〈
沖
縄
戦

き

お

く

〉
の
痕
跡
な
の
で
あ
る
」

（
天
満
尚
仁
「
単
独
性
と
し
て
の
〈
沖
縄
戦

き

お

く

〉
―
―
目
取
真
俊
「
水
滴
」
論
―
―
」『
立

教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
〇
三
号
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
一
三
九
頁
）。
ス
ー
ザ
ン
・

ブ
ー
テ
レ
イ
『
目
取
真
俊
の
世
界 

歴
史
・
記
憶
・
物
語
』（
影
書
房
、
二
〇
一
一
年
一

二
月
、
四
三
頁
）
も
、
右
足
の
「
変
身
」
が
沖
縄
戦
の
記
憶
の
表
象
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

つ
い
た
腹
部
と
「
砕
け
た
右
足
首
」
の
姿
で
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
石
嶺
以
外
の
兵

が
去
り
、
朝
が
近
づ
く
中
で
、
徳
正
は
兵
隊
の
正
体
を
意
識
化
す
る
。 

と
っ
く
に
気
づ
い
て
い
な
が
ら
認
め
ま
い
と
し
て
き
た
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と

し
た
形
を
取
っ
て
意
識
に
上
っ
て
く
る
。
／
兵
隊
た
ち
は
、
あ
の
夜
、
壕
に
残

さ
れ
た
者
達
だ
っ
た
。
／
右
足
の
痛
み
が
よ
み
が
え
る
。
（
引
用
文
中
の
／
は

改
行
を
指
す
。
以
下
同
様
） 

 

現
在
に
お
け
る
右
足
か
ら
の
出
水
と
い
う
異
変
は
、
過
去
に
お
け
る
兵
達
の
負
傷

し
た
身
体
（
右
足
・
腕
・
顔
）
を
現
在
に
同
居
さ
せ
る
事
態
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、

過
去
に
お
け
る
自
身
の
右
足
の
負
傷
と
そ
の
経
緯
へ
と
現
在
を
接
続
し
て
い
く
。 

徳
正
が
自
ら
の
右
足
負
傷
の
記
憶
と
向
き
合
う
の
は
、
兵
隊
が
現
わ
れ
る
最
後
の

夜
（
夜
間
④
回
想
④
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
徳
正
が
沖
縄
戦
で
石
嶺
と
別
れ
た
際
の
様

子
が
詳
細
に
描
か
れ
る
。
戦
時
下
、
自
然
壕
か
ら
水
を
汲
み
に
出
て
い
た
徳
正
た
ち

は
艦
砲
の
至
近
弾
に
襲
わ
れ
、石
嶺
は
破
片
で
腹
を
割
か
れ
て
瀕
死
の
重
症
を
負
う
。

な
ん
と
か
壕
に
戻
っ
た
も
の
の
、
伝
令
か
ら
南
部
へ
の
移
動
命
令
が
伝
え
ら
れ
、
動

け
る
者
と
置
き
去
り
に
さ
れ
る
者
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
る
。
友
情
で
結
ば
れ
て
い

た
石
嶺
を
脇
に
、
徳
正
の
思
考
は
降
雨
の
中
で
混
濁
し
て
い
く
。 

置
い
て
い
か
れ
る
の
を
察
知
し
て
助
け
を
求
め
る
兵
隊
達
の
声
と
、
叱
り
つ
け

る
下
士
官
の
怒
号
が
、
淀
ん
だ
闇
の
中
で
絡
み
合
う
。
荷
物
を
ま
と
め
る
音
や
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降
り
出
し
た
雨
の
音
が
そ
れ
に
混
じ
り
合
っ
て
、
石
嶺
の
横
に
座
っ
て
い
る
徳

正
の
頭
に
反
響
し
た
。
何
か
大
切
な
こ
と
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
い

つ
ま
で
も
そ
れ
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
壕
は
琉
球
石
灰
岩
の
小

高
い
森
の
中
腹
に
あ
っ
た
。
降
り
し
き
る
雨
は
木
々
の
葉
に
あ
た
っ
て
細
か
い

霧
に
な
り
、
入
口
近
く
の
岩
壁
の
く
ぼ
み
に
隠
れ
た
石
嶺
と
徳
正
の
体
に
沁
み

込
ん
だ
。
（
引
用
文
中
の
傍
線
は
論
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
） 

作
中
現
在
に
お
け
る
徳
正
の
水
滴
は
、
大
学
病
院
の
医
者
に
分
析
を
依
頼
し
た
大

城
に
よ
る
と
、
「
要
す
る
に
、
た
だ
の
水
で
す
ね
。
少
し
石
灰
分
が
多
い
よ
う
で
す

が
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
琉
球
石
灰
岩
の
小
高
い
森
の
壕
で
、
雨
水
が
二
人
の

体
に
「
沁
み
込
ん
だ
」
と
い
う
描
写
か
ら
は
、
石
灰
を
含
ん
だ
水
が
二
人
を
つ
な
ぐ

と
同
時
に
、
過
去
の
時
間
に
属
す
る
こ
の
水
が
現
在
の
徳
正
の
身
体
に
回
帰
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
死
者
の
身
体
だ
け
で
な
く
、
水
に
お
い
て
も
ま
た
、
現
在
に

過
去
が
同
居
し
て
い
る
の
だ
。
な
お
、
鉄
血
勤
皇
隊
や
女
子
学
徒
隊
が
集
め
に
走
っ

て
い
た
水
も
、
同
様
に
石
灰
岩
に
触
れ
た
雨
水
や
霧
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
一
四

。 

徳
正
は
自
ら
の
「
巻
脚
絆
」
を
石
嶺
の
腹
に
巻
き
、
彼
を
支
え
て
壕
に
隠
れ
て
い

た
際
、
同
郷
の
宮
城
セ
ツ
か
ら
水
筒
と
乾
パ
ン
を
受
け
取
る
。
し
か
し
、
徳
正
は
石

嶺
に
少
量
の
水
を
与
え
た
あ
と
、
我
慢
で
き
ず
に
残
り
の
水
を
す
べ
て
飲
み
干
し
、

彼
を
置
き
去
り
に
し
て
し
ま
う
。 

一
四

石
灰
分
が
多
い
点
に
お
い
て
徳
正
の
水
滴
が
沖
縄
戦
の
自
然
壕
と
結
び
つ
け
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
幸
田
国
広
前
掲
論
文
等
に
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

水
筒
の
水
を
掌
に
受
け
て
、
白
い
歯
の
の
ぞ
く
唇
の
間
に
こ
ぼ
し
た
。
あ
ふ
れ

た
水
が
頬
を
伝
わ
る
の
を
目
に
し
た
瞬
間
、
徳
正
は
我
慢
で
き
な
く
な
っ
て
、

水
筒
に
口
を
つ
け
、
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
水
を
飲
ん
だ
。
息
を
つ
い
た
時
、
水
筒

は
空
に
な
っ
て
い
た
。
水
の
粒
子
が
ガ
ラ
ス
の
粉
末
の
よ
う
に
痛
み
を
与
え
な

が
ら
全
身
に
広
が
っ
て
い
く
。
徳
正
は
ひ
ざ
ま
ず
い
て
、
横
た
わ
る
石
嶺
の
姿

を
眺
め
た
。
闇
と
泥
水
が
ゆ
っ
く
り
と
浸
透
し
、
も
う
起
こ
す
こ
と
も
で
き
な

い
ほ
ど
重
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
壕
の
中
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い

た
。
空
の
水
筒
を
腰
の
あ
た
り
に
置
い
た
。
／
「
赦
し
て
と
ら
せ
よ
、
石
嶺
…
…
」

／
徳
正
は
斜
面
を
滑
り
降
り
、
木
々
の
枝
に
顔
を
叩
か
れ
な
が
ら
、
森
を
駆
け

抜
け
た
。
月
明
り
に
白
い
石
灰
岩
の
道
が
浮
か
び
、
倒
れ
た
兵
が
黒
い
貝
の
よ

う
に
見
え
た
。
鱗
が
一
枚
一
枚
剥
が
れ
落
ち
て
い
く
黒
い
蛇
の
尾
が
道
の
向
こ

う
に
見
え
る
。
そ
の
後
を
追
っ
て
走
っ
て
い
た
徳
正
は
、
死
ん
で
い
る
と
思
っ

た
兵
の
伸
ば
し
た
手
に
引
っ
掛
か
っ
て
倒
れ
た
。
這
っ
て
く
る
兵
の
手
を
払
っ

て
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
時
、
右
の
足
首
に
痛
み
が
走
っ
た
。
置
き
去
り
に
さ

れ
る
恐
怖
が
込
み
上
げ
て
く
る
。
徳
正
は
足
を
引
き
ず
っ
て
走
り
続
け
た
。
ふ

い
に
背
後
で
炸
裂
音
が
響
い
た
。
森
の
中
腹
に
立
て
続
け
に
閃
光
が
走
る
。
米

軍
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
徳
正
は
走
り
な
が
ら
、
手
榴
弾
で
自
決
し
た

兵
士
を
罵
っ
た
。 
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水
を
奪
っ
て
友
人
を
見
捨
て
た
自
身
の
行
為
を
、
徳
正
は
戦
後
五
十
年
を
経
て
も

な
お
誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
負
い
目
と
し
て
、
意
識
下
に
隠
蔽
・
抑
圧
す
る
こ

と
に
な
る
。 

傷
病
兵
に
と
っ
て
ま
さ
に
命
の
水
で
あ
っ
た
雨
水
は
、
一
方
で
地
面
を
ぬ
か
る
ま

せ
、
彼
ら
の
移
動
を
阻
む
。
闇
と
泥
の
中
で
人
間
が
動
物
化
し
て
い
く
様
子
が
、「
手

足
を
も
が
れ
た
両
生
類
」
（
傷
病
兵
）
「
黒
い
貝
」
（
倒
れ
た
兵
）
「
蛇
の
尾
」
「
鱗
」

（
移
動
す
る
部
隊
と
脱
落
す
る
兵
士
）
と
い
っ
た
水
辺
の
生
物
の
比
喩
で
表
現
さ
れ

て
い
く
。
戦
争
は
、
戦
う
こ
と
を
止
め
て
敗
走
し
、
絶
命
す
る
人
間
を
も
容
赦
な
く

動
物
化
し
て
し
ま
う
。
徳
正
も
友
情
や
自
己
犠
牲
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
剥

ぎ
取
ら
れ
た
上
で
、
「
白
い
石
灰
岩
の
道
」
を
走
り
な
が
ら
こ
の
泥
水
に
ま
み
れ
、

身
体
に
沁
み
込
ま
せ
た
は
ず
で
あ
る
。 

 

徳
正
は
耐
え
が
た
い
渇
き
を
癒
や
す
た
め
に
、
結
果
的
に
石
嶺
の
末
期
の
水
を
半

ば
横
領
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
石
嶺
を
見
捨
て
一
人
だ
け
で
逃
げ
切
る

こ
と
の
決
意
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
水
分
を
補
給
し
た
こ
と
を
意
味
す
る

一
五

。
徳
正
は
石
嶺
に
謝
罪
し
、
そ
の
あ
と
も
擬
人
化
さ
れ
た
森
に
ま
で
叱
咤
さ
れ
な

が
ら
（
「
木
々
の
枝
に
顔
を
叩
か
れ
」
）
、
罪
の
意
識
を
抱
え
つ
つ
駆
け
る
。
手
榴

弾
で
自
決
し
た
兵
士
を
罵
る
に
至
る
ま
で
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
加
速
す
る
。
死
者
の
領

一
五

「
水
の
粒
子
が
ガ
ラ
ス
の
粉
末
の
よ
う
に
痛
み
を
与
え
な
が
ら
全
身
に
広
が
っ
て
い

く
」
と
い
う
描
写
は
、
安
部
公
房
「
砂
の
女
」（
一
九
六
四
）
に
お
け
る
同
様
の
表
現
を

想
起
さ
せ
る
が
、
こ
こ
で
は
強
い
口
渇
感
に
占
領
さ
れ
た
身
体
へ
の
急
激
な
刺
戟
だ
け
で

な
く
、
罪
悪
感
に
よ
る
心
情
的
な
痛
み
も
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

域
か
ら
遠
ざ
か
ろ
う
と
す
る
彼
は
、
倒
れ
た
兵
か
ら
す
が
り
つ
か
れ
、
そ
の
際
に
「
右

足
」
を
負
傷
す
る
の
で
あ
る
。
死
者
で
あ
る
と
規
定
し
た
「
死
ん
で
い
る
と
思
っ
た

兵
」
か
ら
不
意
に
働
き
か
け
ら
れ
た
体
験
も
ま
た
、
五
十
年
前
に
死
ん
だ
と
思
っ
た

兵
隊
が
水
を
飲
み
に
来
る
現
在
に
お
い
て
再
演
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

こ
う
し
て
、
徳
正
の
奇
病
が
現
わ
れ
た
「
右
足
」
は
、
石
灰
岩
と
雨
水
が
入
り
交

じ
っ
た
森
の
壕
で
、
石
嶺
の
水
を
奪
い
、
石
嶺
や
兵
隊
を
置
き
去
り
に
し
て
駆
け
た

際
に
、
死
者
と
見
な
し
た
人
間
か
ら
の
不
意
の
接
触
に
よ
っ
て
、
痛
め
た
身
体
箇
所

に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
徳
正
の
右
足
が
そ
の
あ
と
重
症
化
し
た
様

子
は
な
く
、
や
が
て
治
癒
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
右
足
が
突
如
腫
れ
上
が
る

こ
と
か
ら
、
小
説
は
幕
を
開
け
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
左
右
い
ず
れ
の
も
の

か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
徳
正
は
「
巻
脚
絆
」
で
石
嶺
の
腹
部
に
応
急
処
置
を
試
み

て
い
た
。
足
は
徳
正
の
沖
縄
戦
体
験
に
と
っ
て
、
石
嶺
の
生
死
と
強
く
結
び
つ
い
た

身
体
部
位
な
の
で
あ
る
。 

四
、
六
月
の
半
ば 

小
説
の
冒
頭
部
に
戻
る
と
、
徳
正
の
右
足
が
突
然
膨
れ
出
し
た
時
期
は
、
「
六
月

の
半
ば
」
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
年
は
「
空
梅
雨
」
で
あ
る
と
も
記
さ
れ
て
い

る
が
、
雨
水
が
大
地
に
降
り
注
が
な
い
の
と
対
照
を
為
す
よ
う
に
、
徳
正
の
足
か
ら

は
水
が
次
々
に
滴
る
こ
と
に
な
る
。 

六
月
中
旬
と
い
う
時
期
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
徳
正
と
読
者
が
直
面
す
る
の
は
、

兵
隊
た
ち
が
壕
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
者
で
あ
る
と
徳
正
が
認
め
て
か
ら
さ
ら
に
日
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が
経
ち
、
し
か
し
な
ぜ
自
分
が
こ
ん
な
目
に
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う

理
由
に
は
向
き
合
お
う
と
し
て
い
な
い
時
点
で
あ
る
。 

「
い
っ
た
ん
考
え
始
め
れ
ば
、
こ
の
五
十
年
余
の
間
に
胸
の
奥
に
溜
ま
っ
た
も
の

が
、
と
め
ど
も
な
く
溢
れ
出
す
よ
う
な
気
が
し
て
恐
ろ
し
か
っ
た
」
と
い
う
徳
正
の

思
考
は
、
胸
や
心
よ
り
も
核
心
的
な
部
位
で
あ
る
右
足
に
、
「
溜
ま
っ
た
も
の
」
が

「
溢
れ
出
す
」
と
い
う
水
の
縁
語
で
表
現
さ
れ
る
。
徳
正
の
思
考
は
意
識
的
な
抵
抗

を
破
っ
て
徐
々
に
五
十
年
前
の
記
憶
へ
と
近
づ
い
て
い
く
が
、
こ
の
際
に
も
水
が
過

去
の
時
間
を
呼
び
寄
せ
、あ
る
い
は
現
在
時
を
過
去
へ
と
遡
ら
せ
て
い
る
と
言
え
る
。 

時
は
石
嶺
と
の
別
れ
の
場
面
へ
と
遡
っ
て
い
く
が
、
ま
ず
こ
こ
で
徳
正
が
思
い
出

す
の
は
、
「
昼
、
教
師
に
伴
わ
れ
て
見
舞
い
に
き
て
く
れ
た
小
学
生
達
の
こ
と
」
で

あ
る
。
徳
正
は
こ
の
十
年
来
、
六
月
二
十
三
日
の
「
沖
縄
戦
戦
没
者
慰
霊
の
日
」
の

前
に
な
る
と
近
隣
の
小
・
中
学
校
や
高
校
で
戦
争
体
験
を
講
演
す
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
今
年
も
今
ご
ろ
は
毎
日
の
よ
う
に
講
演
に
追
わ
れ
て
い
る
は

ず
だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
六
月
中
旬
と
は
、
沖
縄
戦
が
終
結
し
た
と
さ
れ
る
日

の
直
前
に
あ
た
る
時
期
な
の
で
あ
る
。 

六
月
中
旬
に
右
足
が
膨
れ
、
水
が
し
た
た
り
、
身
体
不
随
に
陥
り
、
何
よ
り
言
葉

を
発
せ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
一
連
の
出
来
事
は
、
学
校
で
戦
争
体
験
を
講
演
し

な
が
ら
、
右
足
を
巡
る
自
ら
の
罪
の
記
憶
か
ら
は
目
を
そ
ら
し
て
い
た
事
実
と
対
応

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ー
ザ
ン
・
ブ
ー
テ
レ
イ
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。 

い
わ
ば
、
徳
正
の
変
身
は
彼
が
語
り
続
け
て
い
る
「
嘘
」
に
対
す
る
身
体
的
な

拒
否
反
応
で
あ
り
、
無
意
識
の
世
界
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
徳
正
の
過
去
の

（
戦
争
の
）
記
憶
の
表
象
な
の
で
あ
る
。
一
六 

学
校
で
講
演
す
る
際
、
は
じ
め
こ
そ
「
馴
れ
な
い
共
通
語
は
つ
か
え
通
し
で
」
あ

っ
た
が
、
「
相
手
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
聞
き
た
が
っ
て
い
る
の
か
分
か
る
よ
う
に

な
」
る
ま
で
に
巧
み
な
話
者
と
な
っ
た
徳
正
に
、
ウ
シ
は
「
嘘
物
言
い
し
て
戦
場
の

哀
れ
事
語
て
ぃ
銭
儲
け
し
よ
っ
て
、今
に
罰
被
る
よ
」と
い
う
批
判
を
向
け
て
い
た
。

徳
正
は
聞
き
手
が
期
待
す
る
「
戦
場
の
哀
れ
事
」
を
語
る
こ
と
で
、
自
身
を
沖
縄
戦

体
験
者
＝
被
害
者
と
し
て
定
置
し
、
一
方
で
石
嶺
ら
に
対
す
る
加
害
者
性
を
隠
蔽
す

る
こ
と
で
、
講
演
料
を
得
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
金
で
飲
酒
し
て
忘
却
と
抑
圧
に
拍

車
を
か
け
、
酒
と
い
う
「
水
」
を
腹
に
溜
め
て
醜
く
太
っ
て
い
っ
た
。
徳
正
が
奇
病

と
ウ
シ
の
言
葉
を
通
し
て
直
面
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
ま
ず
戦
争
体
験
の
語
り
を
め
ぐ

る
自
己
批
判
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
正
が
動
け
な
く
な
っ
た
「
裏
座
敷
」
や
、

兵
隊
が
現
れ
る
夜
の
闇
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
無
意
識
下
に
お
い
て
、「
嘘
物
言
い
」

に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
徳
正
の
罪
悪
感
が
、
発
話
と
動
作
を
禁
じ
る
症
状
と
し
て

表
徴
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

芥
川
賞
選
評
で
日
野
啓
三
が
い
ち
早
く
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
「
水
滴
」
は
一

九
四
五
年
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
戦
後
五
十
年
余
り
に
渡
っ
て
被
害
者
と
し

一
六

ス
ー
ザ
ン
・
ブ
ー
テ
レ
イ
前
掲
書
、
四
三
頁

60

目取真俊「水滴」における時間・記憶・身体



て
の
み
戦
争
と
自
分
を
装
っ
て
き
た
、
沖
縄
に
限
定
さ
れ
な
い
日
本
の
戦
後
の
自
己

欺
瞞
を
問
い
直
し
て
い
る
一
七

。
徳
正
は
戦
時
下
に
石
嶺
の
水
を
奪
っ
て
置
き
去
り
に

し
た
だ
け
で
な
く
、
戦
後
そ
の
事
実
を
隠
蔽
し
た
語
り
に
よ
っ
て
私
腹
を
肥
や
し
て

き
た
。
だ
が
、
彼
は
水
に
身
体
を
占
領
さ
れ
る
症
状
を
通
じ
て
、
戦
時
下
と
戦
後
、

二
つ
の
時
間
に
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

小
説
で
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
徳
正
が
発
症
し
た
日
や
、
石

嶺
が
出
現
し
た
夜
が
、
ほ
か
で
も
な
い
五
十
年
前
の
あ
の
日
、
す
な
わ
ち
徳
正
と
石

嶺
が
別
れ
た
当
日
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
明
確
な
日
付
が
示
さ

れ
な
い
点
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
時
間
に
区
切
れ
は
な
い
し
、
あ
る
日
に
特
別
な

意
味
付
け
が
為
さ
れ
る
に
は
様
々
な
政
治
的
要
因
が
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
と

個
人
の
体
験
が
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
沖
縄
戦
終
結
の
日
と
さ
れ
る
一
九
四
五

年
六
月
二
十
三
日
に
し
て
も
、
気
を
失
っ
て
波
打
ち
際
を
漂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
救

わ
れ
て
米
軍
の
捕
虜
に
な
っ
た
徳
正
に
と
っ
て
、
何
か
の
区
切
り
と
な
る
特
別
な
日

で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
石
嶺
を
置
き
去
り
に
し
て
以
降
、
戦
後
の
回
想
は
数
年

の
時
間
を
一
気
に
飛
ん
で
語
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
と
い

う
区
切
り
す
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
回
想
⑤
～
⑧
）
。 

先
述
し
た
よ
う
に
、
徳
正
の
「
嘘
物
言
い
」
は
沖
縄
戦
の
終
結
日
と
さ
れ
た
沖
縄

戦
戦
没
者
慰
霊
の
日
に
合
わ
せ
た
講
演
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
比
し
て
、

徳
正
の
奇
病
は
慰
霊
の
日
や
講
演
を
妨
害
す
る
か
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
症
し

一
七 

日
野
啓
三
「
芥
川
賞
選
評 

大
肯
定
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
九
七
年
九
月
特
別
号
、

四
二
六
～
四
二
七
頁
）

て
い
る
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
冬
瓜
の
成
熟
や
仏
桑
花
の
開
花
、
そ
し
て
梅
雨
（
空
梅

雨
）
と
い
っ
た
、
水
と
関
わ
り
の
深
い
自
然
現
象
と
呼
応
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。 

ス
ー
ザ
ン
・
ブ
ー
テ
レ
イ
は
、
「
水
滴
」
に
お
け
る
徳
正
の
生
々
し
い
戦
争
体
験

が
、沖
縄
県
民
た
ち
は
身
を
挺
し
て
祖
国
の
た
め
に
戦
っ
て
散
っ
た
の
だ
と
す
る「
戦

争
神
話
」
と
対
照
的
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
九

四
五
年
六
月
二
十
三
日
や
同
年
八
月
十
五
日
に
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
す
る
共
通
理
解

も
、
特
定
の
立
場
か
ら
設
定
さ
れ
た
政
治
的
な
言
説
に
過
ぎ
な
い
一
八

。
徳
正
の
発
症

に
関
す
る
日
時
を
め
ぐ
る
描
写
は
、
国
民
国
家
が
紡
ぐ
こ
う
し
た
神
話
あ
る
い
は
物

語
の
時
間
か
ら
逸
脱
し
た
表
現
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

徳
正
は
先
ほ
ど
引
用
し
た
ウ
シ
の
警
句
を
頭
に
浮
か
べ
な
が
ら
、
あ
る
兵
隊
の
ま

な
ざ
し
に
気
付
き
、
水
を
持
っ
て
く
る
と
約
束
し
な
が
ら
果
た
せ
な
か
っ
た
記
憶
に

出
会
う
。
徐
々
に
よ
り
核
心
的
な
記
憶
＝
病
根
を
探
っ
て
い
く
途
上
に
あ
っ
て
、
徳

正
は
「
自
分
が
も
う
一
度
あ
の
壕
の
闇
の
中
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
な
気

が
し
た
」
と
感
じ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。 

一
八

佐
藤
卓
己
『
八
月
十
五
日
の
神
話
―
―
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』（
筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
五
年
七
月
）
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
作
り
手
と
受
け
手
が
、
如
何
に
終
戦
の
日
を
戦

前
と
戦
後
の
断
絶
点
と
し
て
構
成
し
て
き
た
か
を
分
析
し
て
い
る
。
目
取
真
俊
は
前
掲

『
沖
縄
「
戦
後
」
ゼ
ロ
年
』
で
も
、
「
戦
後
」
と
い
う
言
葉
が
様
々
な
事
実
を
無
視
す

る
こ
と
で
―
―
た
と
え
ば
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
や
、
沖
縄
か
ら
爆
撃
機
が
飛
び
立
っ
た

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
日
米
安
保
体
制
の
負
担
を
沖
縄
に
押
し
つ
け
て
き
た
経
緯
―
―
成
立

し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
、
過
去
を
回
想
す
る
、
ま
た
は
記
憶
が
甦
る
、
と
い
っ
た
常
套
句
で
は

表
せ
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
冒
頭
で
描
か
れ
た
「
裏
座
敷
の
ベ
ッ
ド
」
は
、
そ

の
ま
ま
沖
縄
戦
に
お
け
る
自
然
壕
へ
と
転
換
・
変
貌
す
る
一
九

。
そ
し
て
、
か
つ
て
身

動
き
の
取
れ
ぬ
ま
ま
壕
に
取
り
残
さ
れ
た
兵
隊
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
今
度
は
徳
正

の
方
が
ベ
ッ
ド
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
と
い
う
構
図
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。 

五
、
水
の
行
方
と
沈
黙
の
領
域 

目
取
真
俊
の
初
期
短
編
「
平
和
通
り
と
名
付
け
ら
れ
た
街
を
歩
い
て
」
で
は
、
天

皇
の
戦
争
責
任
が
不
敬
表
現
に
よ
っ
て
直
截
的
に
問
題
化
さ
れ
て
い
た
二
〇

。
こ
れ
と

は
対
照
的
に
、
「
水
滴
」
で
は
戦
争
や
戦
争
を
引
き
起
こ
す
国
民
国
家
へ
の
批
判
は

前
景
化
さ
れ
て
い
な
い
。
徳
正
は
自
身
を
戦
場
に
置
き
、
友
人
の
水
を
奪
い
置
き
去

り
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ん
だ
も
の
へ
の
批
判
を
示
さ
な
い
。

「
セ
ツ
を
死
に
追
い
や
っ
た
連
中
を
撃
ち
殺
し
た
か
っ
た
」と
の
怒
り
は
あ
っ
て
も
、

「
連
中
」
が
具
体
的
に
誰
で
あ
る
か
は
追
及
さ
れ
ず
、
「
同
時
に
、
自
分
の
中
に
、

一
九

武
田
泰
淳
の
小
説
「
ひ
か
り
ご
け
」（
一
九
五
四
年
）
に
も
、
戦
後
の
法
廷
が
戦
前

の
洞
窟
に
変
貌
す
る
場
面
が
あ
り
、
戦
中
と
戦
後
と
い
う
時
空
間
の
連
続
や
重
な
り
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。

二
〇

友
田
義
行
「
目
取
真
俊
の
不
敬
表
現―

―

血
液
を
献
げ
る
こ
と
へ
の
抗
い
」（『
立
命
館

言
語
文
化
研
究
』
第
二
二
巻
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
一
五
三
～
一
六
五
頁
）。
目
取

真
俊
の
短
編
小
悦
「
一
月
七
日
」（『
新
沖
縄
文
学
』
第
八
二
号
、
一
九
八
九
年
一
二
月
）

で
も
、
天
皇
制
へ
の
告
発
が
強
く
前
景
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
石
嶺
の
こ
と
を
知
る
者
は
い
な
い
、
と
い
う
安
堵
の
気
持
ち
が
あ
る
の
を
認

め
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
」
と
、
石
嶺
の
死
を
め
ぐ
る
個
人
的
な
罪
の
隠
蔽
へ
と
意

識
を
奪
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
名
嘉
真
恵
美
子
は
、
こ
う
し
た
徳
正
の
態
度
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

戦
争
で
負
っ
た
罪
は
彼
の
中
で
自
閉
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
自
閉
し
、
や
が
て
溶

解
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
徳
正
や
ウ
シ
の
姿
か
ら
予
想
さ
れ
る
。
〔
…

中
略
…
〕
戦
争
と
い
う
巨
大
な
力
へ
の
相
対
化
の
視
線
を
持
た
さ
れ
な
い
徳
正

の
苦
し
み
と
悲
し
み
に
終
わ
り
は
な
い
。
個
人
へ
の
圧
倒
的
な
力
を
及
ぼ
す
戦

争
と
い
う
巨
大
な
悪
を
問
う
認
識
な
し
に
は
、
真
の
贖
罪
も
あ
り
得
な
い
と
思

う
か
ら
で
あ
る
。
二
一 

し
か
し
、
徳
正
に
と
っ
て
の
罪
悪
感
を
伴
う
沖
縄
戦
の
記
憶
が
水
に
表
象
さ
れ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
小
説
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
描
写
を
通
し
て
、
自
閉
し
溶
解
す
る

の
と
は
違
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ま
ず
、
徳
正
の
水
は
、
ウ
シ
や
清
裕
に
よ
っ
て
裏
庭
に
撒
か
れ
て
い
た
。
小
説
の

末
尾
で
徳
正
は
、
そ
の
裏
庭
に
下
り
る
。 

二
一

名
嘉
真
恵
美
子
前
掲
論
文
、
一
〇
一
・
一
〇
三
頁
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腰
の
あ
た
り
ま
で
伸
び
た
雑
草
の
勢
力
に
あ
き
れ
な
が
ら
、
ハ
ブ
が
い
な
い
か

棒
切
れ
で
草
の
根
元
を
あ
ち
こ
ち
叩
い
た
。
何
か
固
い
物
に
当
た
っ
て
棒
の
先

が
跳
ね
返
っ
た
。
草
を
薙
ぎ
払
い
な
が
ら
進
む
と
、
仏
桑
華
の
生
垣
の
下
に
、

徳
正
で
も
抱
え
き
れ
そ
う
に
な
い
巨
大
な
冬
瓜
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
濃
い
緑

の
肌
に
産
毛
が
光
っ
て
い
る
。
溜
息
が
漏
れ
た
。
軽
く
蹴
っ
て
み
た
が
動
き
も

し
な
い
。
親
指
く
ら
い
も
あ
る
蔓
が
冬
瓜
か
ら
仏
桑
華
に
伸
び
て
い
る
。
長
く

伸
び
た
蔓
の
先
で
、
黄
色
い
花
が
青
空
に
揺
れ
て
い
た
。
そ
の
花
の
眩
し
さ
に
、

徳
正
の
目
は
潤
ん
だ
。 

ハ
ブ
を
警
戒
す
る
内
に
探
り
当
て
ら
れ
た
、
「
濃
い
緑
の
肌
に
産
毛
が
光
っ
て
い

る
」
と
描
写
さ
れ
る
冬
瓜
は
、
小
説
の
冒
頭
で
「
中
位
の
冬
瓜
ほ
ど
に
も
成
長
し
た

右
足
は
生
っ
白
い
緑
色
を
し
て
い
て
、
ハ
ブ
の
親
子
が
頭
を
並
べ
た
よ
う
な
指
が
扇

形
に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
ば
ら
な
脛
毛
が
卑
猥
な
感
じ
だ
っ
た
」
と
描
写
さ
れ
る
徳

正
の
足
と
対
応
関
係
を
成
す
。
容
易
に
破
壊
で
き
そ
う
に
な
い
固
さ
、
「
抱
え
切
れ

そ
う
に
な
い
巨
大
」
さ
、
「
軽
く
蹴
っ
て
み
た
が
動
き
も
し
な
い
」
重
量
を
も
っ
て

徳
正
の
前
に
現
わ
れ
る
の
は
、
自
分
の
身
体
と
同
じ
く
水
＝
記
憶
を
抱
え
た
、
右
足

と
し
て
の
冬
瓜
で
あ
る
。
冬
瓜
は
循
環
す
る
季
節
の
中
で
、
毎
年
夏
に
か
け
て
水
を

豊
潤
に
含
ん
で
生
育
し
、
徳
正
宅
の
裏
庭
に
横
た
わ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
沖
縄
戦
の

記
憶
が
、
徳
正
の
無
意
識
的
領
域
に
時
間
を
凍
結
し
て
潜
在
し
、
繰
り
返
し
回
帰
す

る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
一
方
で
徳
正
か
ら
横
領
し
て
商
品
化
さ
れ
た
清
裕
の
「
奇
蹟
の
水
」
は
、

生
体
時
間
を
逆
行
さ
せ
る
若
返
り
の
効
果
を
失
い
、
逆
に
加
速
さ
せ
る
老
化
の
効
果

を
持
っ
た
「
腐
れ
水
」
に
変
貌
す
る
。
清
裕
は
抗
議
に
殺
到
し
た
群
衆
か
ら
袋
だ
た

き
に
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
肝
心
の
水
は
ど
う
扱
わ
れ
た
だ
ろ
う
か
。 

髪
が
ま
ば
ら
に
禿
げ
、
頬
や
首
の
皺
が
三
重
に
垂
れ
た
女
が
、
ス
テ
ン
レ
ス
の

水
筒
を
三
本
手
に
し
て
タ
ク
シ
ー
の
上
に
よ
じ
登
り
、
何
も
知
ら
な
い
人
々
の

上
に
水
を
振
り
ま
い
て
大
声
で
笑
っ
た
。
人
々
の
足
の
間
を
転
が
っ
て
川
に
落

ち
た
も
う
一
本
の
水
筒
は
、
海
に
向
か
っ
て
漂
い
な
が
ら
、
タ
ク
シ
ー
や
駆
け

つ
け
た
パ
ト
カ
ー
を
引
っ
繰
り
返
し
て
荒
れ
狂
う
群
衆
に
、
朝
の
光
を
ち
ら
ち

ら
と
反
射
し
て
い
た
。 

こ
の
結
末
は
、「
戦
場
の
哀
れ
で
儲
け
事
し
よ
る
と
罰
被
る
よ
」
と
い
う
ウ
シ
の
言

葉
が
、
徳
正
の
戦
争
体
験
講
演
と
相
似
形
を
成
す
よ
う
に
し
て
清
裕
に
実
現
し
た
も

の
と
も
捉
え
ら
れ
、
小
説
発
表
時
か
ら
安
易
な
寓
話
と
し
て
批
判
さ
れ
て
き
た
二
二

。

だ
が
、
語
り
手
だ
け
が
認
識
し
て
い
る
後
半
の
描
写
に
着
目
し
た
い
。
喧
噪
の
中
、

二
二

た
と
え
ば
、「
け
れ
ど
も
反
面
、
そ
の
水
に
は
育
毛
や
強
精
の
特
効
が
現
れ
、
従
兄

弟
が
そ
れ
を
世
間
に
売
り
出
し
て
、
大
儲
け
す
る
段
取
り
に
な
る
と
、
寓
話
性
が
強
ま
る
。

ま
し
て
最
後
に
水
が
効
力
を
失
い
、
従
兄
弟
が
群
衆
に
制
裁
を
う
け
る
に
至
っ
て
は
、
寓

話
性
が
き
わ
め
て
濃
厚
に
な
り
、
つ
く
り
が
目
だ
つ
。
小
説
は
寓
話
で
は
な
い
」
と
の
選

評
が
あ
る
（
田
久
保
英
夫
「
芥
川
賞
選
評 

小
説
の
仕
立
て
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
九
七

年
九
月
特
別
号
、
四
二
七
～
四
二
八
頁
）。
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水
筒
に
入
れ
ら
れ
た
水
は
、
人
知
れ
ず
ど
こ
か
へ
と
旅
立
と
う
と
し
て
い
る
。
石
灰

岩
に
降
り
注
ぎ
、
セ
ツ
か
ら
徳
正
に
渡
さ
れ
た
水
は
、
時
間
を
超
え
て
徳
正
の
身
体

に
蓄
積
さ
れ
、
足
か
ら
し
た
た
り
落
ち
、
清
裕
に
よ
っ
て
再
び
水
筒
に
詰
め
ら
れ
、

海
に
向
か
っ
て
漂
っ
て
い
く
。
こ
こ
に
は
、
沖
縄
戦
で
の
個
人
的
な
記
憶
＝
水
が
、

今
も
時
間
を
封
印
し
た
ま
ま
海
を
旅
し
、
思
い
も
寄
ら
な
い
機
会
に
出
現
す
る
イ
メ

ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。 

冬
瓜
と
水
筒
に
封
じ
ら
れ
た
水
は
、
同
時
に
、
大
地
と
海
に
解
放
さ
れ
た
と
も
言

え
る
。
不
意
に
出
現
し
、
噴
出
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
水
は
、
記
憶
を
現
在
時
に
繰

り
返
し
到
来
さ
せ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
。
そ
れ
は
徳
正
個
人
に
の
み
再
来
す
る
自

閉
し
た
罪
の
意
識
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
偶
発
的
な
邂
逅
／
遭
遇
を
求
め
て
彷
徨

う
、
開
か
れ
た
沈
黙
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
徳

正
の
「
嘘
物
言
い
」
の
陰
に
秘
め
ら
れ
、
読
者
に
の
み
開
示
さ
れ
た
、
語
ら
れ
ざ
る

沖
縄
戦
体
験
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
説
に
向
き
合
う
読
者
へ
と
送
り
届
け
ら
れ
、「
戦
争

神
話
」
二
三

や
「
過
ぎ
去
っ
た
悲
し
い
物
語
」
二
四

と
い
っ
た
表
層
に
覆
い
隠
さ
れ
た
、

沈
黙
の
領
域
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

六
、
終
わ
り
に 

戦
争
の
記
憶
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
現
在
か
ら
遠
ざ
か
り
、
忘
却
さ
れ
た
り
、

定
型
に
押
し
込
ま
れ
た
り
す
る
。
一
方
で
、
肉
声
や
手
記
、
遺
品
を
含
む
物
品
や
施

二
三

ス
ー
ザ
ン
・
ブ
ー
テ
レ
イ
前
掲
書
、
四
三
頁

二
四

新
城
郁
夫
前
掲
書
、
一
四
二
頁

設
、
場
所
、
そ
し
て
身
体
な
ど
様
々
な
も
の
が
、
戦
争
体
験
の
忘
却
に
抗
し
、
触
れ

る
者
に
新
た
な
触
発
を
及
ぼ
し
て
い
く
。「
水
滴
」
は
、
博
物
館
で
展
示
さ
れ
た
り
記

録
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
（
で
き
な
い
）「
水
」
が
、
身
体
や
自
然
を
通
し
て
様
々

な
形
で
回
流
す
る
物
語
に
よ
っ
て
、
沖
縄
戦
の
記
憶
を
表
象
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

た
だ
、
冬
瓜
は
徳
正
の
自
宅
の
裏
庭
に
生
っ
て
お
り
、
ど
こ
か
へ
流
通
す
る
こ
と

は
前
提
と
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
海
へ
と
漂
い
出
る
水
筒
も
、
誰
か
に
届
く
物
な

ど
で
は
な
く
、
封
印
さ
れ
た
ま
ま
行
方
不
明
と
な
る
個
人
的
記
憶
を
象
徴
し
て
い
る

と
も
取
れ
る
。 

む
し
ろ
、
村
上
陽
子
が
述
べ
る
よ
う
に
、
歴
史
と
い
う
集
合
的
記
憶
か
ら
は
語
ら

れ
な
い
個
の
記
憶
と
し
て
の
徳
正
の
物
語
は
、「
濃
い
緑
の
肌
」
に
包
ま
れ
た
冬
瓜
と

し
て
閉
じ
、「
い
つ
ほ
と
ば
し
る
と
も
し
れ
な
い
記
憶
を
そ
の
内
部
に
は
ら
ん
で
現
前

す
る
二
五

」
も
の
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
村
上
は
ま
た
、「
他
者
の
記
憶
に
つ
い

て
考
え
、
表
現
す
る
こ
と
は
、
他
者
の
傷
み
に
接
近
し
、
共
振
す
る
試
み
に
ほ
か
ら

な
い
」
と
述
べ
、「
記
憶
が
不
可
避
的
に
は
ら
ん
で
い
る
共
有
不
可
能
性
、
表
象
不
可

能
性
を
、「
語
ら
れ
な
い
」
と
い
う
か
た
ち
で
く
り
か
え
し
描
き
つ
づ
け
て
い
る
の
が

目
取
真
俊
と
い
う
書
き
手
で
あ
る
」
と
も
論
じ
て
い
る
。 

作
中
世
界
の
誰
に
も
開
示
さ
れ
な
い
徳
正
だ
け
の
記
憶
と
体
験
に
、「
水
滴
」
の
読

者
は
触
れ
、
共
有
不
可
能
な
は
ず
の
出
来
事
に
突
き
動
か
さ
れ
る
機
会
を
得
る
。
冬

瓜
に
触
れ
る
の
も
、
水
筒
を
開
け
る
の
も
、
ほ
か
で
も
な
い
読
者
で
あ
る
。
小
説
の

二
五

村
上
陽
子
前
掲
書
、
二
六
一
頁
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最
終
文
で
描
か
れ
る
水
滴
、
す
な
わ
ち
、
乾
く
こ
と
も
流
れ
る
こ
と
も
な
く
そ
の
場

に
揺
ら
ぐ
徳
正
の
涙
（
潤
ん
だ
目
）
が
、
徳
正
や
兵
隊
と
同
じ
体
液
を
滲
ま
せ
る
身

体
を
持
っ
た
我
々
読
者
の
も
の
で
も
あ
る
と
実
感
す
る
こ
と
。目
取
真
俊
の
小
説
は
、

村
上
陽
子
が
「
共
振
」
と
名
付
け
る
反
応
を
読
者
か
ら
引
き
出
す
要
素
に
満
ち
て
い

る
の
で
あ
る
。 

最
後
に
、「
水
滴
」
の
教
材
化
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
水
滴
」
を
高
等
学

校
の
文
学
教
材
と
し
て
扱
っ
た
幸
田
国
広
は
、
こ
の
小
説
が
戦
争
の
記
憶
を
一
方
か

ら
一
方
へ
の
垂
直
な
関
係
に
お
い
て
語
り
継
い
だ
り
教
え
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「
学
習
者
に
と
っ
て
は
戦
争
を
扱
っ
た
文
学
と
の
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
「
出
会
い
」

が
期
待
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
二
六

。
幸
田
が
暗
に
批
判
す
る
従
来
の
戦
争
教
材
に

は
、
本
論
で
も
先
行
研
究
で
も
繰
り
返
し
指
摘
の
あ
っ
た
、
戦
争
を
過
ぎ
去
っ
た
悲

話
と
し
て
捉
え
る
定
型
的
な
物
語
や
、
国
民
国
家
に
代
表
さ
れ
る
共
同
体
に
よ
っ
て

共
有
さ
れ
た
歴
史
が
含
ま
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

「
水
滴
」
の
教
材
化
に
あ
た
っ
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
戦
争
の
歴
史
に
つ
い

て
学
ぶ
素
材
に
終
わ
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
歴
史
教
科
書
で
示
さ
れ
る

よ
う
な
正
史
か
ら
逸
脱
す
る
沈
黙
の
領
域
の
存
在
を
、「
水
滴
」
は
示
唆
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
他
者
と
共
有
さ
れ
る
こ
と
も
表
象
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
出
来
事
を
、
言
葉

で
表
現
す
る
と
い
う
困
難
に
、
様
々
な
小
説
的
方
法
を
用
い
て
挑
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。 

二
六

幸
田
国
広
前
掲
論
文
、
四
一
頁

水
の
回
流
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
時
間
の
様
態
を
操
作
し
、
過
去
に
属
す
る
は
ず
の

個
人
的
な
体
験
の
記
憶
を
、
身
体
を
回
路
に
し
て
現
在
と
他
者
に
回
帰
さ
せ
る
こ
と

そ
う
す
る
こ
と
で
し
か
表
現
さ
れ
な
い
沈
黙
の
領
域
に
、
心
身
を
震
わ
せ
る
体
験
こ

そ
、
特
筆
す
べ
き
教
材
的
意
義
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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友田

（
二
〇
一
七
年
　
七
月
　
四
日　

受
付
）

（
二
〇
一
七
年　

九
月
二
二
日　

受
理
） 。




